　    　　　　　　　　　 公益財団法人遺伝学普及会
　　　　　　　 　 令和6年度研究助成(海外渡航費)応募要項
　１．助成の目的
　　　　優秀な若手研究者の研究を奨励するため、海外交流の支援を行うことを目的としています。海外交流とは、海外で開かれる国際学会への出席及び研究発表を行うことを言います。 
　　　　なお、当面の間、オンライン開催される国際会議で研究発表を行うための参加費も援助します。
                                                        　　
　２．助成対象研究分野
　　　　生命科学関連分野における遺伝学に関する基礎的、学際的研究及び関連する諸技術
などの研究。
　３．助成対象者
　　　　      次に該当し、日本から海外の国際会議、シンポジウム等に出席し研究発表（ポスター発表を含む。）を予定している方。但し、すでに本助成を受けられた方は応募をご遠慮ください。
　   　 (1) 大学院後期（博士）課程在籍者
  　　　(2) 若手研究者（原則として４０才未満）
　４．助成費
        １件あたり原則として１０万円以内
　　　　※公益財団法人遺伝学普及会旅費支給規程により算定します。
　　　　※オンライン開催される国際会議で研究発表を行うための参加費も援助対象とします。
　５．申請書類
(1) 研究助成申請書・推薦書（様式１）(本財団の理事・評議員・監事の推薦を必要とします。） 
(2) 出席学会等の発表予定論文の要旨
(3) 研究発表を証明する書類
　　　 (4) 履歴書
　　　 (5) 研究業績（発表論文等一覧）
(6) 旅費見積書、支援経費の使途（予定）
          （注）書類に不備があると審査出来ない場合がありますので、ご注意下さい。
　６．報告義務
        研究発表終了後２カ月以内に、研究成果報告書（様式２）を当財団に提出していただきます。

　７．締切日　
        随時（当分の間、渡航日の２ヵ月前までとします。）
　８．募集人員
　　　　年間５名程度
　９．選考及び決定
　　　　選考委員会で審査し、理事会の同意を経て、代表理事が決定します。
　　　　申請者及び推薦者には文書で結果をお知らせします。
１０．申請書の提出先及び連絡先
　　　　公益財団法人 遺伝学普及会 事務局

　　　　〒411 - 8540　静岡県三島市谷田１１１１ 国立遺伝学研究所
TEL・０５５－９８１－６８５７
FAX・０５５－９８１－６８７７
　　　　e-mail:genetics@nig.ac.jp     http://www.idengaku-fukyukai.info/
　　　　　　　研究助成（海外渡航費）申請にあたっての留意点

1 項５：(1)（様式１）は、海外渡航費助成用（様式１-A）とオンライン開催される国際会議で研究発表を行うための参加費助成用（様式1-B）の２パターンありますのでどちらか一方をご記入ください。
2 項５：(2)「出席学会等の発表予定論文の要旨」は、外部の複数の選考委員

      が審査する重要なポイントなので、丁寧に記載してください。 
3 項５：(3)「研究発表を証明する書類」は、メールのプリントアウトした
ものでも差し支えありません。

4 項５：(5)「研究業績」は、何もない場合は「なし」で作成してください。
5 要項５：(6)「旅費見積書」は、日当、宿泊費は当財団の定額計算ですが、国
  　  内鉄道及び航空賃（空港使用料等を含む。）は実費計算しますので、旅行代　

  　  理店の見積書がよいのですが、まだ決まっていない場合には必要見込みの額

      でも差し支えありません。後で航空賃の領収書を提出していただき、それに

　　  より精算いたします。
    　  また、学会参加費が必要となっている場合は、その額も記載してください。
6 項５：(2)から(6)は、様式は定めてありませんので、適宜作成してください。

7 外部の複数の選考委員が審査しますので、書類は間違いのないよう丁寧に作成
　　　してください。  

